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『
慕
帰
絵
』
の
制
作
意
図
―
善
如
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
―

石
井

悠
加

東
京
大
学
大
学
院
生

『
慕
帰
絵

（
全
十
巻
・
西
本
願
寺
蔵
）
は
、
観
応
二
（
一
三
五
一
）
年
正
月
の
本
願
寺
三
世
覚
如
示
寂
の
後
、

』

次
子
従
覚
ら
の
手
で
わ
ず
か
九
ヶ
月
後
に
完
成
さ
れ
た
伝
記
絵
巻
で
あ
る
。

本
発
表
は
、
も
う
一
つ
の
覚
如
の
伝
記
絵
巻
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
や
、
覚
如
が
制
作
し
た
曽
祖
父
親
鸞
の
伝
記
絵

巻
な
ど
と
も
比
較
し
つ
つ
、
和
歌
と
絵
画
双
方
の
検
討
に
よ
っ
て

『
慕
帰
絵
』
の
制
作
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ

、

と
を
目
的
と
す
る
。

『

』

（

）

（

）

（

）

慕
帰
絵

は
①
出
生
・
幼
年
期

巻
一
～
二

②
少
壮
期

巻
三
～
五

③
老
年
期
・
入
滅

巻
五

～
十

( )2

( )3

に
大
別
さ
れ
、
最
も
分
量
の
あ
る
③
は
、
詩
歌
会
や
、
親
戚
故
旧
と
の
和
歌
の
贈
答
、
和
歌
の
名
所
探
訪
な
ど
、
歌

人
と
し
て
の
側
面
を
描
く
こ
と
に
画
・
詞
と
も
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歌
道
を
重
視
し
た
宗
家
日
野

家
に
対
す
る
覚
如
の
強
い
帰
属
意
識
を
示
し
て
い
る
も
の
と
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
『
慕
帰
絵
』
は
絵
巻
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
か
。
画
・
詞
に
頻
出
す
る
幼
い
童
子
・
光
養
丸
の
存
在
に

新
た
に
注
目
し
た
い
。
覚
如
と
童
子
の
間
に
教
義
の
口
授
の
よ
う
な
師
弟
関
係
を
示
す
場
面
は
な
い
が
、
歌
の
贈
答

を
通
じ
て
交
流
し
、
寺
院
の
隆
盛
を
約
束
し
合
い
、
そ
し
て
臨
終
の
枕
頭
で
悲
嘆
の
表
情
に
く
れ
る
童
子
の
姿
は
、

彼
が
覚
如
鍾
愛
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
鑑
賞
者
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
光
養
丸
と
は
、
幼
時
よ
り
次
期
留
守
職
に
指

名
さ
れ
、
覚
如
の
入
滅
の
後
十
九
歳
で
本
願
寺
四
世
と
な
っ
た
、
従
覚
の
次
子
・
善
如
の
幼
名
で
あ
る
。

伝
記
絵
巻
と
い
う
形
態
は
、
描
か
れ
る
人
物
の
生
涯
を
周
り
の
景
色
・
人
物
ご
と
絵
画
化
す
る
こ
と
で
、
文
字
作

品
を
超
え
る
情
報
を
鑑
賞
者
に
示
し
得
る
。
覚
如
の
没
後
直
ち
に
『
慕
帰
絵
』
を
制
作
し
た
従
覚
ら
の
目
的
に
は
、

故
人
追
慕
の
念
を
記
す
こ
と
に
加
え
て
、
善
如
が
故
人
の
地
位
を
継
承
す
る
こ
と
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
に
最
も
適
し
た
作
品
形
態
こ
そ
、
絵
巻
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

点
を
内
容
の
具
体
的
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
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良
基
連
歌
論
の
受
容
―
『
紹
巴
教
書
』
ま
で
―

寺
尾

麻
里

青
山
学
院
大
学
大
学
院
生

康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
成
立
の
『
僻
連
抄
』
以
降
二
条
良
基
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
連
歌
論
は
、
連
歌
論
の
基
盤

を
つ
く
り
、
後
代
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
連
歌
論
書
の
受
容
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
良
基
の
連
歌
論
書
は
現
在

『
筑
波
問
答
』
を
除
い
て
孤
本
に

、

近
い
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
室
町
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

『

』

、

『

』

そ
の
よ
う
な
中
で
一
六
〇
〇
年
近
く
に
成
立
し
た

紹
巴
教
書

は

宗
祇
に
仮
託
さ
れ
た

連
歌
諸
体
秘
伝
抄

を
受
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
『
連
歌
諸
体
秘
伝
抄
』
は
良
基
連
歌
論
と
関
係
の
深
い
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ

。

、『

』

『

』

て
指
摘
さ
れ
て
き
た

論
者
は
こ
の
ほ
ど

連
歌
諸
体
秘
伝
抄

と
良
基
連
歌
論
と
を
結
ぶ

連
歌
八
十
体
之
書

の
存
在
を
「

連
歌
八
十
体
之
書
』
考
―
二
条
良
基
と
宗
祇
仮
託
書
を
繋
ぐ
も
の
―

（

連
歌
俳
諧
研
究
』
一
二
八

『

」
『

）

。

、

、

号

に
お
い
て
示
し
た

こ
れ
に
よ
り

良
基
連
歌
論
が
宗
祇
仮
託
の
一
書
へ
至
る
過
程
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
り

良
基
連
歌
論
か
ら
宗
祇
仮
託
書
へ
、
そ
し
て
『
紹
巴
教
書
』
へ
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
が
見
え
て
き
た
。

一
方
、
他
の
宗
祇
仮
託
書
で
あ
る
『
連
歌
秘
伝
抄
』
に
も
良
基
連
歌
論
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
が

『
連
歌
八
十

、

体
之
書

『
連
歌
諸
体
秘
伝
抄
』
の
系
統
と
比
較
す
る
と
、
異
な
る
性
格
が
見
ら
れ
る

『
連
歌
秘
伝
抄
』
は
良
基

』

。

。

、『

』

連
歌
論
の
原
形
か
ら
距
離
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る

こ
の
事
実
は

連
歌
八
十
体
之
書

『
連
歌
諸
体
秘
伝
抄
』
に
良
基
連
歌
論
の
影
響
が
よ
く
残
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
宗
祇

に
仮
託
さ
れ
た
書
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
人
物
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

、『

』

、

以
上
の
よ
う
な
良
基
連
歌
論
の
受
容
の
あ
り
方
を

紹
巴
教
書

ま
で
付
合
に
関
わ
る
説
を
軸
と
し
て
検
証
し

南
北
朝
室
町
期
の
連
歌
論
書
の
系
統
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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夢
想
連
歌
―
慶
長
期
を
中
心
に
―

鶴
崎

裕
雄

帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授

古
代
か
ら
夢
は
言
葉
と
と
も
に
あ
っ
て
、
神
の
啓
示
や
我
々
の
祈
念
や
願
望
を
表
す
。
外
国
に
は
ヤ
コ
ブ
の
梯
子

や
荘
子
の
胡
蝶
な
ど
の
夢
が
あ
る
。
和
歌
や
連
歌
に
も
夢
想
の
歌
や
句
が
残
さ
れ
て
い
て

『
新
古
今
和
歌
集
』
の

、

住
吉
明
神
の
歌
な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
年
（
平
成
二
七
年
）
は
大
坂
の
陣
後
、
四
百
年
に
あ
た
り
、
慶
長
年

間
を
中
心
に
調
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
夢
想
連
歌
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
期
を
中
心
に
夢
想

連
歌
に
つ
い
て
、
以
下
の
要
領
で
考
え
て
み
た
い
。

一

夢
、
夢
想
と
い
う
こ
と

二
、
戦
国
期
の
終
焉
、
慶
長
年
間
と
元
和
偃
武

三
、
朝
鮮
出
兵
（
慶
長
の
役
）
前
の
秀
吉
の
夢
想
連
歌

四
、
家
康
の
幼
名
、
天
野
康
景
の
下
女
の
夢
想
、
柳
営
連
歌

五
、
慶
長
四
年
二
月
、
家
康
の
一
族
・
家
臣
団
の
夢
想
連
歌

六
、
最
上
義
光
ほ
か
、
諸
氏
の
夢
想
連
歌

七
、
慶
長
一
〇
年
『
白
山
万
句
』
に
先
立
つ
宗
甫
・
明
宗
の
夢
想
連
歌

八
、
夢
想
連
歌
の
課
題
・
研
究
点
、
学
際
的
研
究
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久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
寄
託
『
平
治
物
語
絵
巻

「
六
波
羅
合
戦
巻
」
に
つ
い
て

』

伊
藤

悦
子

『
平
治
物
語
絵
巻

「
六
波
羅
合
戦
巻
」
は
、
絵
と
詞
書
の
断
簡
十
五
点
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
全
容

』

は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
白
描
模
本
（
以
下
、
東
博
本
と
記
す
）
な
ど
数
本
の
模
本
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
原
本
が
断
簡
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
現
在
、
模
本
の
研
究
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
代
表
模
本

で
あ
る
東
博
本
が
原
本
の
補
助
資
料
的
役
割
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
模
本
全
体
を
対
象
と
し
た
研
究
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
四
年
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
彩
色
模
本
（
以
下
、
早
大
本
と
記
す
）
を
収

蔵
し
、
滝
澤
み
か
氏
が
早
大
本
の
紹
介
・
考
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
存
模
本
の
調
査
を
さ
れ
て
、
系
統
分
類
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
（

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
平
治
物
語
絵
巻

六
波
羅
合
戦
巻
』
に
つ
い
て

（

早
稲

「

」
『

田
大
学
図
書
館
紀
要
』

号
、
二
〇
一
五
年
三
月

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
早
大
本
は
他
の
現
存
模
本
と
は
異
な
る

）
）

62

点
が
多
い
と
い
う
。
奥
書
に
つ
い
て
も
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
な
ど
の
模
本
が
、
森
井
善
太
郎
・
千
賀
義
徴
の
名
を
記

し
て
い
る
の
に
対
し
、
早
大
本
は
千
賀
義
徴
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
す
る
。

稿
者
は
二
〇
一
四
年
四
月
に
、
久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
で
資
料
調
査
を
行
っ
た
際

「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
略
式

、

模
本
（
以
下
、
久
留
米
本
と
記
す
）
を
発
見
し
た
の
だ
が
、
早
大
本
と
比
較
す
る
と
、
奥
書
を
含
め
て
早
大
本
が
独

自
と
す
る
特
徴
の
多
く
が
久
留
米
本
に
も
共
通
し
て
お
り
、
両
者
が
緊
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か

し
、
僅
か
な
が
ら
異
な
る
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
久
留
米
本
に
も
独
自
と
思
わ
れ
る
描
写
や
奥
書
の
記
述
が

あ
る
。

本
発
表
で
は
、
久
留
米
本
の
紹
介
に
加
え
、
早
大
本
や
断
簡
と
の
異
同
、
お
よ
び
久
留
米
本
の
特
徴
や
系
統
な
ど

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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抄
物
と
謡
曲
―
惟
高
妙
安
述
『
玉
塵
抄

・

詩
学
大
成
抄
』
に
つ
い
て
―

』
『

佐
々
木

雷
太

山
東
大
学
威
海
校
区
翻
訳
学
院

い
わ
ゆ
る
「
抄
物
」(

本
報
告
で
は
、
室
町
期
の
五
山
僧
に
よ
る
外
典
の
講
義
内
容
を
筆
録
し
た
書
籍
に
限
定
す

る)

は
、
従
来
、
国
語
学
に
お
い
て
室
町
期
の
口
語
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
記
載
内
容
に
つ
い
て

の
研
究
が
な
さ
れ
る
機
会
は
乏
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
況
を
鑑
み

『
玉
塵

、

抄

・

詩
学
大
成
抄
』
に
代
表
さ
れ
る
、
惟
高
妙
安(

一
四
八
〇
～
一
五
六
七)

の
講
義
内
容
を
筆
録
し
た
抄
物
を

』
『

対
象
と
し
て
、
幸
若
舞
曲
・
謡
曲
・
平
曲
に
代
表
さ
れ
る
芸
能
関
連
の
記
載
に
注
目
し
、
当
該
時
期
の
五
山
僧
の
芸

能
に
対
す
る
意
識
に
つ
き
考
察
を
試
み
る
。

具
体
的
に
は

惟
高
妙
安
に
よ
る
抄
物
に
は

幸
若
舞
曲

百
合
若
大
臣

・

烏
帽
子
折

謡
曲

盛
久

・

熊

、

、

「

」
「

」
、

「

」
「

野
」
な
ど
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
漏
れ
た
言
及
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
き
報
告
す
る
。
ま
た
、
惟
高

妙
安
は
、
南
北
朝
期
の
臨
済
僧
、
中
巌
円
月
が
称
揚
し
た
と
さ
れ
る
「
呉
太
伯
後
裔
説(

原
克
昭
氏)

」
に
基
づ
き
、

平
曲
を
語
る
座
頭
を
『
周
礼
』
の
遺
制
と
解
す
る
見
解
に
立
つ
こ
と
。
更
に
『
玉
塵
抄

・

詩
学
大
成
抄
』
に
言

』
『

及
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
関
連
の
記
載
は
、
謡
曲
の
修
羅
物
と
重
な
る
傾
向
が
高
い
こ
と
。
ま
た
惟
高
妙
安
は
、
唐

土
の
故
事
に
依
拠
し
た
「
唐
物
」
の
謡
曲
に
は
言
及
し
な
い
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
中
世
後
期
の
五
山
僧
の
謡
曲
お

よ
び
『
平
家
物
語
』
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。
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『
極
楽
願
往
生
歌
』
と
院
政
期
の
六
波
羅

岡
﨑

真
紀
子

奈
良
女
子
大
学

『
極
楽
願
往
生
歌
』
は
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
に
西
念
と
い
う
人
物
が
し
る
し
た
片
仮
名
書
き
自
筆
の
和
歌

で
、
歌
頭
と
歌
末
に
い
ろ
は
四
十
七
字
を
置
く
沓
冠
歌
に
一
首
を
加
え
た
四
十
八
首
と
序
か
ら
な
る
。
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）
に
現
京
都
市
東
山
区
小
松
町
で
、
紺
紙
金
泥
供
養
目
録
と
白
紙
墨
書
供
養
目
録
、
青
銅
磬
の
破
片

と
と
も
に
出
土
し
た
。
作
者
西
念
は
、
写
経
・
造
仏
・
布
施
等
の
多
く
の
供
養
を
積
ん
だ
末
に
出
家
し
、
天
王
寺
の

西
門
か
ら
の
入
水
を
試
み
た
後
に
、
改
め
て
往
生
の
地
と
定
め
た
場
所
に
、
供
養
目
録
と
当
該
和
歌
を
埋
納
し
た
の

だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
院
政
期
に
盛
行
し
た
埋
経
（
経
典
等
を
書
写
し
て
土
中
に
埋
め
る
営
為
）
の
一
例
と
言
え
る

が
、
埋
納
物
に
和
歌
が
伴
う
類
例
は
、
他
に
見
出
し
が
た
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
原
本
の
調
査
を
踏
ま
え
、
供

養
目
録
と
和
歌
表
現
を
検
討
し
て

『
極
楽
願
往
生
歌
』
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
の
一
端
を
考
え
る
。

、

供
養
目
録
お
よ
び
序
の
記
述
と
、
一
首
一
行
書
き
で
沓
冠
字
の
並
び
を
料
紙
上
に
表
す
書
記
形
式
か
ら

『
極
楽

、

願
往
生
歌
』
の
根
底
に
は
、
経
典
の
一
字
一
字
を
仏
と
み
な
す
思
想
と
源
を
同
じ
く
す
る
意
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
詠
作
の
な
か
に
は
、
閻
魔
に
思
い
を
訴
え
る
語
句
や
、
地
蔵
菩
薩
が
往
生
へ
の
道
を
説
い
た
と
伝
え
る

歌
（
今
昔
物
語
集
）
に
通
ず
る
語
句
が
見
出
さ
れ

『
地
蔵
十
王
経
』
に
繋
が
る
発
想
も
読
み
と
れ
る

『
極
楽
願

、

。

往
生
歌
』
の
出
土
場
所
す
な
わ
ち
西
念
が
埋
納
し
た
所
は
、
六
波
羅
蜜
寺
の
寺
域
内
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
地
蔵
信
仰

の
根
ざ
し
た
極
楽
往
生
を
願
う
地
と
し
て
知
ら
れ
、
当
時
は
平
正
盛
が
建
て
た
阿
弥
陀
堂
を
は
じ
め
と
す
る
私
堂
が

集
ま
っ
て
い
た
。
法
会
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
和
歌
も
存
す
る

『
極
楽
願
往
生
歌
』
の
表
現
は
、
六
波
羅
と
い
う
場

。
。

、

、

の
も
つ
宗
教
的
意
味
合
い
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る

や
が
て
こ
の
一
帯
は

平
家
一
門
の
拠
点
と
な
り

そ
の
後
中
世
に
至
る
ま
で
武
家
の
政
事
を
司
る
場
と
し
て
政
治
的
意
味
合
い
を
加
え
て
ゆ
く
が
、
そ
の
こ
ろ
の
六
波

羅
で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
、
あ
ま
り
多
く
伝
存
し
な
い

『
極
楽
願
往
生
歌
』
は
、
詠
作
さ
れ
た
同
時
代
の
あ
り
よ
う

。

を
映
し
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。


